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時
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ま
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一
時
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年
度
年
間
計
画

全
国
調
査
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自治会配布物の実情は？ 面

自治会などを通じ住民に届

けられる配布物の実情を調べ

るため ふくい特報班 は県

内 市町にアンケートを行っ

た ５市町が デジタル化を実

施 と答えた一方 ８市町が

実施していない とした

愛
ら
し
い
特
徴
に
心
を
向
け
る
人
は
、
そ

れ
を
見
て
は
、正
し
い
念お

も

い
を
う
し
な
う（
心

の
落
ち
着
き
が
失
わ
れ
る
）
。
執
着
に
染
ま

っ
た
心
を
も
っ
て
感
受
し
、
そ
れ
に
執
着
し

た
ま
ま
で
い
る
。

（
釈し

ゃ

迦か

）

〈
解
説
〉
正
し
い
念
い
と
教
え
を
よ
り
ど

こ
ろ
に
、自
己
を
制
御
し
続
け
る
の
が
大
事
。

そ
れ
を
失
う
と
、
動
揺
が
生
じ
、
執
着
が
生

じ
、
抜
け
ら
れ
な
く
な
る
。
対
象
は
認
識
す

る
が
、
そ
こ
に
執
着
に
染
ま
っ
た
心
を
発
生

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

服
部
育
郎
・
中
村
元
東
方
研
究
所
専
任
研

究
員
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県内 クリアランス金属に理解を 面

人材不足の解決へ副業プロ 面

経済 地方にも 億ション 続々 面

論説 核兵器禁止条約 面
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新幹線の 乗車手形

２面

2025225

戦
前
に
は
漢
字
の
使
用
に
制
限
が
な

か
っ
た
た
め
、
数
が
多
い
だ
け
で
な
く

「
円
」
と
「
圓
」
、
「
国
・
國
・
圀
」

な
ど
の
異
体
字
も
あ
り
不
便
だ
っ
た
。

何
し
ろ
覚
え
る
の
が
大
変
だ
。
１
９
４

６
年
に
「
当
用
漢
字
」
が
で
き
、
一
般
使
用
は
１
８

５
０
字
に
絞
ら
れ
た
▼
第
２
次
世
界
大
戦
後
、
日
本

で
は
あ
ら
ゆ
る
面
で
民
主
化
が
叫
ば
れ
た
。
知
識
や

教
育
の
礎
に
な
る
言
葉
、
文
字
ま
で
議
論
の
的
と
な

り
、
社
説
で
「
漢
字
を
廃
止
せ
よ
」
と
唱
え
る
新
聞

も
登
場
。
軍
国
主
義
を
招
い
た
〝
戦
犯
〞
の
ご
と
き

言
わ
れ
よ
う
だ
っ
た
▼
い
わ
く
「
八は

っ

紘こ
う

一い
ち

宇う

な
ど
と

い
う
わ
け
の
解わ

か

ら
ぬ
文
字
と
言
葉
で
日
本
人
の
批
判

能
力
は
完
全
に
封
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
」
。
確
か
に

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
使
わ
れ
海
外
侵
略
へ
突
き
進
ん
だ
。

そ
れ
は
漢
字
の
せ
い
だ
、
ロ
ー
マ
字
使
用
に
代
え
よ

と
聞
く
と
今
は
暴
論
に
思
え
て
も
、
当
時
の
空
気
で

あ
っ
た
ろ
う
し
、
連
合
国
軍
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）

も
同
じ
考
え
だ
っ
た
▼
当
用
漢
字
の
導
入
後
、
今
度

は
そ
れ
以
外
の
字
を
使
っ
て
批
判
を
浴
び
る
数
々
の

騒
動
が
起
き
た
と
か
。
以
上
は
「
昭
和
を
騒
が
せ
た

漢
字
た
ち
」
（
円
満
字
二
郎
著
）
に
詳
し
い
。

年

に
は
使
用
の
目
安
に
と
ど
め
る
「
常
用
漢
字
」
と
な

り
、
さ
ら
に
漢
字
変
換
が
容
易
な
ワ
ー
プ
ロ
の
登
場

で
状
況
は
一
変
し
た
▼
あ
の
時
も
し
、
ロ
ー
マ
字
で

読
み
書
き
す
る
文
化
を
取
り
入
れ
て
い
た
な
ら
今
の

社
会
は
ど
う
変
わ
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
思
考
に
も
影

響
し
た
に
違
い
な
い
。
今
年
は
戦
後

年
。
漢
字
を

使
う
意
味
を
改
め
て
考
え
て
み
る
の
も
悪
く
な
い
。
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３
・
１
・
１
・
教
・
訓
・
伝
・
承
・
・

被
・
災
・
地
・
視
・
察
・
研
・
修
・

宮
城
教
育
大
防
災
教
育
研
修
機

構
が
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な

ど
全
国
の
災
害
警
戒
地
域
の
教
職

員
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
。
東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
巡
り
、

元
教
員
や
語
り
部
ら
と
の
対
話
を

通
じ
て
、
主
に
学
校
現
場
で
の
教

訓
を
学
び
、
防
災
教
育
の
在
り
方

を
考
え
て
も
ら
う
。
今
回
を
含
め

都
道
府
県
か
ら
計
２
８
０
人
が

参
加
し
て
い
る
。
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学
習
指
導
要
領
は
年

週
以

上
授
業
を
行
う
と
し
、
年
１
０

８
６
こ
ま
は

週
の
計
画
な
ら

週

こ
ま
を
超
え
る

平
日
５
日

間
の
み
で
消
化
す
る
な
ら
１
日

７
こ
ま
授
業
が
１
回
超
と
な
り

児
童
生
徒
の
負
担
は
大
き
い
。

教
育
関
係
者
か
ら
は
、
学
習

指
導
要
領
が
定
め
る
学
習
内
容

が
多
す
ぎ
る
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

・
オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ド
（
教
育
課

程
の
過
積
載
）
」
が
背
景
に
あ

る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
次
期
指

導
要
領
に
向
け
た
改
定
作
業
で

一
つ
の
焦
点
に
な
り
そ
う
だ
。

調
査
は
全
て
の
公
立
小
中
学

校
に
実
施
。
計
画
に
よ
る
年
間

授
業
時
間
数
の
平
均
は
、
小
５

が
年
１
０
５
９
・
１
こ
ま
（

年
度
比

・
２
こ
ま
減
）
、
中

２
は
年
１
０
５
８
・
４
こ
ま

（
同

・
５
こ
ま
減
）だ
っ
た
。

年
１
０
８
６
こ
ま
以
上
の
学

校
の
う
ち
、小
５
は

・
８
％
、

中
２
は

・
５
％
が
、
標
準
を

上
回
っ
た
授
業
時
間
の
使
い
方

に
つ
い
て
具
体
的
な
想
定
を
し

て
い
な
か
っ
た
。

想
定
が
あ
る
と
し
た
学
校
で

は

小
５
で

・
７
％

中
２
で

・
６
％
が

学
級
閉
鎖
な
ど
不

測
の
事
態
に
備
え
る
た
め
」
と

し
た
。
た
だ
文
科
省
は
、
感
染

症
な
ど
に
よ
り
授
業
時
間
数
が

標
準
を
下
回
っ
た
だ
け
で
は
法

令
違
反
で
は
な
い
と
し
て
、
適

正
な
計
画
を
促
し
て
い
る
。

週
当
た
り
の
授
業
時
間
数
も

調
査

小
４
以
上
で
は

こ
ま

以
上
の
学
校
が
多
い
中

こ

ま
以
下
と
し
た
の
は
小
４
〜
６

で

・
３
〜

・
７
％
と

年

度
に
比
べ

・
１
〜

・
１
㌽
増

え
た

文
科
省
は

週
当
た
り
の

こ
ま
数
を
減
ら
す
な
ど
の
工
夫

が
求
め
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
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全
国
の
学
校
関
係
者
が
東
日

本
大
震
災
の
被
災
地
を
巡
る

「
３
１
１
教
訓
伝
承
・
被
災
地

視
察
研
修
」

☆
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
の

言
葉

が

〜

日
、
宮
城
、

岩
手
両
県
で
開
か
れ
た
。
昨
年

能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
た
石

川
県
と
、
隣
接
す
る
福
井
、
富

山
両
県
の
教
職
員
も
初
め
て
参

加
。
震
災
遺
構
と
し
て
保
存
さ

れ
て
い
る
被
災
校
舎
の
見
学
、

遺
族
や
当
時
教
員
だ
っ
た
語
り

部
と
の
対
話
、
避
難
経
路
を
歩

く
追
体
験
な
ど
を
通
じ
て
教
訓

を
学
び
、
命
を
守
る
「
防
災
教

育
」
の
在
り
方
を
考
え
た
。

宮
城
教
育
大
防
災
教
育
研
修

機
構
（
仙
台
市
）
が
２
０
１
９

年
度
か
ら
開
い
て
お
り
、

回

目
の
今
回
は

都
道
県
か
ら

人
が
参
加
し
た
。

東
日
本
大
震
災
は

年
３
月

日
午
後
２
時

分
に
発
生

し
、
多
く
の
児
童
生
徒
が
学
校

で
被
災
し
た
。
教
員
の
誘
導
や

子
ど
も
の
自
主
的
な
行
動
で
助

か
っ
た
事
例
と
、
判
断
ミ
ス
な

ど
が
重
な
り
多
く
の
犠
牲
が
出

た
事
例
が
入
り
交
じ
っ
た
。

岩
手
県
釜
石
市
で
は
中
学
生

が
隣
接
す
る
小
学
校
の
児
童
の

手
を
引
い
て
高
台
に
向
か
い

多

く
の
命
が
救
わ
れ
た

研
修
参
加

者
は
避
難
ル
ー
ト
を
当
時
の
中

学
生
の
案
内
で
た
ど
っ
た

児
童

人

教
職
員

人
が
犠
牲
に
な

っ
た
宮
城
県
石
巻
市
の
旧
大
川

小
で
は

児
童
の
遺
族
で
別
の
学

校
で
教
員
を
し
て
い
た
佐
藤
敏

郎
さ
ん

と
現
場
を
歩
き
、

状
況
を
確
認
。
避
難
の
タ
イ
ミ

ン
グ
や
避
難
先
の
選
択
な
ど
多

く
の
課
題
が
浮
か
び

佐
藤
さ
ん

は
「
（
震
災
時
に
）
最
大
の
助

か
る
条
件
は
学
校
に
い
る
こ
と

（
大
川
小
で
）
そ
れ
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
に
向
き
合
わ
な
い

と
い
け
な
い
」と
問
い
か
け
た
。

最
終
日
の

日
は
勤
務
地
や

年
代
、
役
職
な
ど
で
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
研
修
を
総
括
。「
想

定
外
を
減
ら
す
準
備
を
す
る
」

「
命
の
大
切
さ
を
〝
熱
く
〞
伝

え
る
」
「
意
見
が
言
い
合
え
る

職
場
に
し
た
い
」
と
い
っ
た
決

意
が
次
々
と
示
さ
れ
た
。

福
井
県
か
ら
参
加
し
た
嶺
南

西
特
別
支
援
学
校
（
小
浜
市
）

の
為
国
順
治
校
長

は
「
学

校
と
し
て
の
対
応
を
最
終
判
断

す
る
の
は
管
理
職
の
責
任
。
命

を
守
る
た
め
に
必
要
な
タ
イ
ミ

ン
グ
で
よ
り
ベ
タ
ー
と
考
え
ら

れ
る
判
断
を
し
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
し
た
い
」
と
話
し
た
。

研
修
を
担
当
し
た
宮
城
教
育

大
特
任
教
授
の
武
田
真
一
さ
ん

は
「
災
害
死
は
む
ご
く
、

人
間
の
尊
厳
を
傷
つ
け
る

教
育

現
場
で
命
と
人
権
、
尊
厳
を
守

る
先
生
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
語
り
か
け
た
。（
近
藤
洋
平
）

宮
城
・
岩
手
で
研
修

福
井
か
ら
初
参
加

命守る教育 へ決意

多くの犠牲を出した旧大川小で 語り部の佐藤敏郎さん 右端

から当時の経緯を聞く全国の学校関係者＝23日 宮城県石巻市

の旧大川小

県
勢
市
田

ア
ジ
ア
初
Ｖ

男
子
エ
リ
ー
ト

１

㌔

Ｔ

Ｔ

持
久
力
生
か
す

自転車

男子エリート１㌔タイムトラ

イアルで初優勝した市田＝

公財 ＪＫＡ提供

秒
台
出
ず
悔
し
い

市
田
龍
生
都
の
話

目
標
の

タ
イ
ム
（

秒
台
）
は
出
せ
な

か
っ
た
が
、
国
際
大
会
で
金
メ

ダ
ル
が
取
れ
て
良
か
っ
た
。
走

り
終
わ
っ
て
す
ぐ
結
果
を
見
た

時
は

秒
台
が
出
て
る
と
思
っ

た
が
、
ま
だ
届
か
な
い
か
と
な

っ
た
。
う
れ
し
い
半
面
、
悔
し

い
記
憶
に
な
っ
た
。

林
林
林
林
林
林
林
林
林
林
林
林
林
林
林
林
林
林
林
林
林
林
林

自
転
車
ト
ラ
ッ
ク
種
目
の
ア

ジ
ア
選
手
権
第
４
日
は

日
、

マ
レ
ー
シ
ア
で
行
わ
れ
、
男
子

エ
リ
ー
ト
１
㌔
タ
イ
ム
ト
ラ
イ

ア
ル
で
坂
井
市
出
身
の
市
田
龍

生
都
（
Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ｕ
福
井
）
が
決

勝
で
１
分
０
秒
０
５
７
を
マ
ー

ク
し
、
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

市
田
は

人
が
出
場
し
た
予

選
を
１
分
０
秒
４
２
１
の
２
位

で
通
過
し
た
。
８
人
に
よ
る
決

勝
で
は
、
７
５
０
㍍
通
過
タ
イ

ム
は
２
番
手
の

秒
３
９
２
。

し
か
し
強
み
の
持
久
力
を
生
か

し
て
懸
命
に
ス
パ
ー
ト
を
か

け
、
予
選
ト
ッ
プ
だ
っ
た
準
優

勝
の
中
国
選
手
に
０
秒
１
０
７

差
を
つ
け
た
。

市
田
の
ア
ジ
ア
選
手
権
で
の

メ
ダ
ル
獲
得
は
、
２
０
１
９
年

の
男
子
ジ
ュ
ニ
ア
１
㌔
タ
イ
ム

ト
ラ
イ
ア
ル
で
の
銅
メ
ダ
ル
以

来
。
エ
リ
ー
ト
で
は
初
と
な
っ

た
。

（
大
久
保
航
）

⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔

平和実現なら辞任用意

ゼレンスキー大統領

キ
ー
ウ
共
同

小
玉
原
一

郎

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ゼ
レ
ン
ス

キ
ー
大
統
領
は

日

同
国
の
平

和
が
実
現
す
る
か
北
大
西
洋
条

約
機
構

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

加
盟
が
認

め
ら
れ
れ
ば

大
統
領
を
辞
任
す

る
用
意
が
あ
る

と
述
べ
た

ロ

シ
ア
の
全
面
侵
攻
開
始
か
ら

日
で
３
年

同
氏
は
ト
ラ
ン
プ
米

大
統
領
か
ら

選
挙
な
し
の
独
裁

者

と
非
難
さ
れ
て
お
り

権
力

に
し
が
み
つ
く
考
え
は
な
い
と

反
論
す
る
狙
い
と
み
ら
れ
る

首

都
キ
ー
ウ

キ
エ
フ

で
記
者
会

見
し
た
。【
４
面
に
関
連
記
事
】

最
大
の
支
援
国
で
あ
る
米
国

と
の
関
係
が
ぎ
く
し
ゃ
く
す
る

の
と
対
照
的
に
、
キ
ー
ウ
に
は

日
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
の
連
帯

を
示
す
た
め
欧
州
首
脳
ら
が
集

ま
り
、
中
心
部
の
広
場
で
は
兵

士
の
追
悼
式
典
が
行
わ
れ
た
。

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
氏
は
「
戦
争
の

３
年
は
非
常
に
長
い
が
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
人
は
独
立
の
権
利
を
守

っ
た
。
支
援
に
感
謝
す
る
」
と

の
声
明
を
発
表
し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
早

期
加
盟
は
米
国
や
ド
イ
ツ
な
ど

が
否
定
的
で
可
能
性
は
極
め
て

低
く
、
米
ロ
が
主
導
す
る
和
平

交
渉
の
行
方
は
不
透
明

ゼ
レ
ン

ス
キ
ー
氏
は
会
見
で

安
全
保
障

の
確
保
に
集
中
す
る
」
と
強
調

し
、職
務
を
継
続
す
る
構
え
だ
。

ロ
シ
ア
の
再
侵
略
を
防
ぐ
に

は

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
が
最
も
コ
ス

ト
が
か
か
ら
な
い
選
択
肢
だ

と

主
張
し
た

米
欧
や
日
本
な
ど
と

安
保
の
在
り
方
を
議
論
す
る
と

し
た
。自
ら
の
任
期
を
巡
り「
数

十
年
も
政
権
を
握
り
続
け
る
わ

け
で
は
な
い
」
と
強
調
し
た
。

指
導
要
領

過
積
載

の
声

２
０
２
４
年
度
に
全
国
の
公
立
小
中
学

校
が
立
て
た
年
間
授
業
計
画
で
、
標
準
時

間
数
の
１
０
１
５
こ
ま
を
大
き
く
上
回
り

１
０
８
６
こ
ま
以
上
の
学
校
が
小
学
５
年

（
１
こ
ま

分
）
で

・
７
％
、
中
学
２

年
（
同

分
）
で

・
２
％
に
上
る
こ
と

が

日
、
文
部
科
学
省
の
調
査
で
分
か
っ

た
。

年
度
か
ら
は
小
中
と
も

㌽
ほ
ど

減
っ
た
も
の
の
依
然
多
く
、
文
科
省
は
教

員
の
負
担
に
つ
な
が
る
と
し
て
本
当
に
必

要
な
時
間
数
か
精
査
が
必
要
と
し
て
い

る
。

日 キーウで

記者会見するウ

クライナのゼレ

ンスキー大統領
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